
小中学生向け学習支援事業
質問教室「エール」

六荘地区地域づくり協議会
地域活力プランナー 中尾元重、柴田善成



取組みの背景
•子育て中の世帯が多い

•塾に行かない（行けない）児童生

•まちセンに遊びに来る小学生、自習
に来る中高校生の増加

•地域を思う教員ＯＢの方々の存在



•毎週水曜日１６～１８時 部活動のない日

•無料
•塾ではなく、質問の場

０～６人の利用者、年間４９回

「質問教室エール」



•個別に親身な対応
•定期テスト、入試対策

•成績ＵＰの実感
•信頼感
•口コミによる広がり

「質問教室エール」の可能性

地域のすべての中学生が対象のため
受入れ人数の限界をどうするか



• ～小学生 「子育て広場スキップ」
「のびのび勉強会」他

⇩
• 中学生 質問教室「エール」

⇩
• 高校生 北高の自分探し事業の受入れ
• 大学生 ⾧浜バイオ大学との交流

０歳～大学卒業 すべての年代に応じた事業

「質問教室エール」の可能性



「健康講演会」

よりよいがん医療をめざす近江の会様
との共催



子供相撲体験会

• 国スポ障スポ推進室
• 滋賀県相撲連盟
• スポーツ推進員
• 六荘地区地域づくり協議会

みんなの協力が
「スポまち！表彰」に



お茶会
表千家松居慶浩様社中の多大なご協力

ドローン動画制作
来館者向け、小中学校の地域学習用

「国指定史跡下坂氏館跡」
下坂氏館跡を守る会様と共催



•地域の様々な専門的技能を持つ方々との協力連携

•その専門性を発揮した多大な協力

•人材発掘できるかどうかが、将来のまちづくりを左右する

•「段取り八分」「ほうれんそう」の大切さ

来年度、ＬＩＮＥ等のＳＮＳも活用し、地域のヒューマンネット
ワークの構築を進める計画

取組みを通して感じたこと



発表内容の中で参加者の皆さんと意見交換したいこと

•特技や技能を持つ地域の人々を発掘し、まちづく

りに協力いただくための効果的な方法


